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第
７
章　

生
物
・
化
学
兵
器
と
旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
兵
器

水
本　

和
実

１　

非
人
道
的
な
生
物
・
化
学
兵
器

　

戦
争
の
非
人
道
性
に
つ
い
て
論
じ
る
な
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
る
が
、
兵
器
そ
の
も
の
の
非
人
道

性
を
考
え
る
な
ら
、
大
量
破
壊
兵
器
と
よ
ば
れ
る
核
兵
器
、
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
が
指
摘
で
き
る
。
そ

れ
ら
が
非
人
道
兵
器
と
さ
れ
る
の
は
、
単
に
殺
傷
能
力
の
規
模
が
大
き
い
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
た
び
使
用

さ
れ
る
と
、
被
害
者
に
残
酷
な
被
害
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

被
爆
地
・
広
島
で
は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
生

物
・
化
学
兵
器
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
語
ら
れ
る
事
は
多
く
な
い
。
本
章
で
は
、
生
物
・
化
学
兵
器
の



144

一
般
的
な
特
質
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
旧
日
本
軍
が
開
発
し
た
毒
ガ
ス
兵
器
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
旧

日
本
軍
は
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
（
毒
ガ
ス
）
と
も
に
開
発
し
使
用
し
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
後
者
は
、
広

島
県
の
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
大
久
野
島
に
密
か
に
製
造
工
場
を
設
け
、
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
直
前
ま
で
毒

ガ
ス
製
造
を
続
け
た
。

　

つ
ま
り
、
広
島
は
核
兵
器
に
関
し
て
は
被
害
を
受
け
た
場
所
で
あ
る
が
、
化
学
兵
器
に
関
し
て
は
、
加

害
の
立
場
に
あ
る
。
い
ず
れ
の
経
験
も
、
兵
器
の
非
人
道
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
後
世
に

語
り
継
い
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

２　

生
物
兵
器
と
は

生
物
兵
器
の
定
義
と
特
徴

　

生
物
兵
器
と
は
一
般
的
に
、
病
原
体
な
ど
の
「
生
物
剤
」
を
殺
傷
目
的
で
ミ
サ
イ
ル
弾
頭
、
爆
弾
、
砲

弾
、
散
布
器
な
ど
に
よ
り
投
与
、
放
出
、
散
布
す
る
兵
器
だ
と
定
義
さ
れ
る
。「
生
物
剤
」
と
は
、
生
き
た

微
生
物
か
ら
抽
出
さ
れ
る
感
染
性
物
質
で
あ
り
、
自
然
界
に
存
在
す
る
数
千
の
病
原
体
や
毒
素
の
う
ち
、

約
三
〇
種
が
生
物
剤
と
し
て
兵
器
化
が
可
能
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
物
兵
器
が
使
用
さ
れ
る

と
、
呼
吸
器
か
ら
の
吸
入
、
傷
口
か
ら
の
接
触
、
食
料
や
水
の
摂
取
に
よ
り
感
染
す
る
。
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生
物
兵
器
の
特
徴
は
、
少
量
の
使
用
で
も
確
実
な
感
染
力
を
持
ち
、
死
ま
た
は
無
能
力
を
も
た
ら
す
急

性
の
発
病
能
力
を
有
す
る
。
発
症
ま
で
の
時
間
は
、
種
類
に
よ
り
数
時
間
か
ら
数
週
間
ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
い
ず
れ
も
手
当
て
・
治
療
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
殺
傷
よ
り
む
し
ろ
無
能
力
化
を
目
的
と
し
て
使

用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

　

だ
が
、
そ
の
効
果
は
気
象
や
地
形
条
件
等
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
制
御
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
い
わ
れ

る
。
ま
た
生
物
剤
に
含
ま
れ
る
病
原
体
は
、
一
部
を
除
い
て
大
半
は
長
く
生
き
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
炭
疽

菌
は
別
で
、
数
年
間
は
残
留
可
能
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

生
物
剤
の
種
類
は
ウ
ィ
ル
ス
、
細
菌
、
真
菌
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
、
毒
素
な
ど
に
分
か
れ
る
。
ウ
ィ
ル
ス
に

は
黄
熱
病
や
デ
ン
グ
熱
を
引
き
起
こ
す
フ
ラ
ビ
ウ
ィ
ル
ス
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
を
引
き
起
こ
す
フ
ィ
ロ
ウ
イ

ル
ス
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
馬
脳
炎
を
引
き
起
こ
す
も
の
が
あ
る
。
細
菌
に
は
炭
疽
菌
や
ペ
ス
ト
菌
、
ツ
ラ
レ
ミ

ア
（
野
兎
病
菌
）
な
ど
が
あ
る
。
リ
ケ
ッ
チ
ア
は
発
疹
チ
フ
ス
や
Ｑ
熱
を
引
き
起
こ
す
微
生
物
で
、
毒
素
に

は
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
毒
素
や
破
傷
風
菌
毒
素
な
ど
が
あ
る
。

生
物
兵
器
の
歴
史

　

古
代
か
ら
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
戦
争
は
各
国
の
武
士
階
級
、
つ
ま
り
正
規
軍
同
士
が
戦
う
も
の
で
あ
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り
、
武
士
道
や
騎
士
道
に
の
っ
と
り
正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
が
尊
ば
れ
た
。
さ
ら
に
戦
争
を
記
述
す
る
歴

史
書
の
多
く
は
、
勝
利
を
得
た
王
朝
お
抱
え
の
歴
史
家
が
記
述
す
る
た
め
、
正
史
に
は
勝
者
が
正
々
堂
々

と
戦
っ
て
勝
利
を
収
め
た
こ
と
の
み
が
記
述
さ
れ
た
。

　

生
物
兵
器
、
つ
ま
り
自
然
界
に
存
在
す
る
病
原
菌
や
毒
素
を
用
い
た
兵
器
は
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
毒
を
も
ち
い
た
兵
器
は
「
汚
い
手
段
」
で
あ
り
、
武
士
道
や
騎
士
道
に
反
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
歴
史
の
記
録
に
は
、
あ
ま
り
生
物
兵
器
の

記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

　

最
も
古
い
事
例
で
は
、
紀
元
前
四
〇
〇
年
ご
ろ
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
け
て
活
躍
し

た
騎
馬
遊
牧
民
族
ス
キ
タ
イ
が
、
糞
便
や
腐
乱
死
体
に
浸
し
た
弓
矢
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
古
代
か

ら
毒
矢
は
各
地
で
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
弓
矢
を
さ
す
「toxon

」
と
い
う
言
葉
は
や
が
て

「
毒
が
塗
ら
れ
た
矢
」
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
英
語
で
毒
を
意
味
す
る
「tox

」
の
語
源
に
な
っ
た
。

　

中
世
に
も
数
少
な
い
が
、
今
日
の
生
物
兵
器
の
一
つ
、
細
菌
兵
器
の
使
用
に
近
い
事
例
の
記
録
が
残
っ

て
い
る
。
一
三
四
六
―
四
七
年
に
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
キ
プ
チ
ャ
ク
汗
国
が
黒
海
の
城
塞
都
市
カ
ッ
フ
ァ

を
包
囲
し
た
際
、
城
内
に
ペ
ス
ト
感
染
死
体
を
投
げ
込
ん
だ
と
い
う
。
一
三
四
八
年
―
五
〇
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
黒
死
病
（
ペ
ス
ト
）
が
大
流
行
す
る
が
、
カ
ッ
フ
ァ
で
の
感
染
が
欧
州
全
体
に
広
が
っ
た
と
す
る
説
も
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あ
る
。

　

近
世
に
な
る
と
北
米
大
陸
で
の
記
録
も
あ
る
。
北
米
に
植
民
地
を
持
つ
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
が
一
七
五
四
―

六
三
年
に
衝
突
し
た
戦
争
で
の
使
用
例
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
軍
は
現
地
の
先
住
民
族
と
同
盟
を
結
ん
で
共
に

英
国
と
戦
っ
た
た
め
、
フ
レ
ン
チ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
戦
争
で
、
英

国
軍
の
将
軍
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
し
て
い
る
先
住
民
族
に
対
し
、
天
然
痘
感
染
者
の
使
用
し
た
毛
布
類

を
お
く
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

生
物
兵
器
の
使
用
が
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
の
は
、
近
代
細
菌
学
が
発
展
し
た
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
、
近
代
細
菌
学
の
発
達
し
た
ド
イ
ツ
を
中
心
に
検
討
さ
れ
た
。
こ

の
時
、
ド
イ
ツ
は
鼻
疽
菌
や
炭
疽
菌
の
使
用
を
検
討
し
、
さ
ら
に
当
時
開
発
し
た
飛
行
船
で
ペ
ス
ト
菌
を

散
布
す
る
計
画
も
立
て
た
が
、
実
行
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
旧
日
本
軍
に
よ
り
生
物
兵
器
の
開
発
や
実
験
、
使
用
が
行
わ
れ
た
。
日
本
に
よ
り
「
満

州
国
」
が
一
九
三
二
年
に
設
立
さ
れ
る
と
、
そ
の
四
年
後
の
三
六
年
、
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
に
旧
日
本
軍
は
関

東
軍
防
疫
給
水
部
を
新
設
し
た
。
名
目
は
部
隊
の
兵
士
ら
の
衛
生
管
理
や
飲
料
水
の
供
給
で
あ
る
が
、
実

際
の
目
的
は
細
菌
兵
器
の
開
発
で
あ
り
、
通
称
「
七
三
一
部
隊
」
と
呼
ば
れ
、
石
井
四
郎
・
部
隊
長
以
下

医
師
や
技
術
者
を
含
む
約
三
千
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
め
ら
れ
、
四
五
年
の
終
戦
時
ま
で
活
動
を
続
け
た
。
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こ
の
組
織
で
は
計
二
五
種
類
の
病
原
体
を
用
い
た
人
体
実
験
が
行
わ
れ
、
開
発
し
た
細
菌
兵
器
は

一
九
三
九
―
四
二
年
に
か
け
、
少
な
く
と
も
ノ
モ
ン
ハ
ン
や
寧
波
な
ど
四
ヵ
所
で
日
本
軍
に
よ
り
実
際
の

戦
闘
に
使
用
さ
れ
た
。
中
国
人
二
万
人
以
上
が
死
亡
し
た
と
見
ら
れ
、
中
国
側
は
二
十
万
人
以
上
が
死
亡

し
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　

一
九
四
五
年
八
月
の
ソ
連
の
対
日
参
戦
に
備
え
、
証
拠
隠
滅
の
た
め
施
設
は
破
壊
さ
れ
、
資
料
の
大
半

は
焼
却
さ
れ
た
。
部
隊
長
の
石
井
四
郎
は
帰
国
し
た
が
、
終
戦
後
、
連
合
軍
か
ら
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

も
な
か
っ
た
。
石
井
の
持
つ
生
物
兵
器
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
資
料
を
入
手
し
た
い
米
国
が
、
石
井
の
戦
犯

と
し
て
の
責
任
を
免
除
し
、
東
京
裁
判
で
訴
追
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
取
引
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
大
戦
中
に
生
物
兵
器
の
開
発
に
着
手
し
た
の
は
、
日
本
、
米
国
、
ソ
連
、
英

国
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
の
六
カ
国
だ
と
い
わ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
の
開
発
は
米
ソ
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

米
国
が
生
物
兵
器
の
本
格
開
発
に
乗
り
出
し
た
の
は
一
九
三
九
年
以
降
だ
と
み
ら
れ
、
ソ
連
や
中
国
を

相
手
に
将
来
、
生
物
兵
器
戦
を
戦
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
戦
後
、
米
国
は
黄
熱
病
ウ
ィ
ル
ス
、
野
兎

病
菌
、
ブ
ル
セ
ラ
属
菌
、
Ｑ
熱
リ
ケ
ッ
チ
ア
、
炭
疽
菌
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
馬
脳
脊
髄
炎
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
を
対

人
用
に
開
発
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
米
国
は
一
九
六
九
年
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
時
、
生
物
兵
器
放

棄
お
よ
び
生
物
兵
器
研
究
を
防
御
目
的
に
限
定
し
て
行
う
こ
と
を
決
め
、
一
九
七
五
年
に
生
物
兵
器
禁
止
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条
約
を
批
准
す
る
ま
で
に
全
て
の
生
物
兵
器
を
廃
棄
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ソ
連
の
生
物
兵
器
開
発
は
米
国
よ
り
さ
ら
に
早
く
、
一
九
一
九
年
に
細
菌
学
研
究
所
を
設
立
し
、

一
九
二
〇
年
代
か
ら
生
物
兵
器
開
発
に
着
手
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
野
兎
病
、
ペ
ス
ト
菌
、
発
疹
チ

フ
ス
、
Ｑ
熱
な
ど
の
研
究
を
行
い
、
戦
後
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
炭
疽
菌
、
天
然
痘
ウ
ィ
ル
ス
、
ペ
ス
ト

菌
な
ど
の
本
格
開
発
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

一
九
七
九
年
に
は
ス
ベ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
生
物
兵
器
工
場
で
事
故
が
起
き
、
炭
疽
菌
が
工
場
の
外
に
噴
出

し
て
周
辺
住
民
ら
数
十
人
か
ら
数
百
人
が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
る
。
炭
疽
菌
製
造
施
設
の
換
気
施
設
の
フ
ィ

ル
タ
ー
が
は
ず
れ
て
菌
が
流
出
し
た
た
め
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

生
物
兵
器
の
規
制

　

生
物
兵
器
を
規
制
す
る
動
き
は
、
一
九
世
紀
末
に
始
ま
っ
た
毒
ガ
ス
（
化
学
兵
器
）
の
規
制
の
動
き
に
並

行
し
て
始
ま
っ
た
。
一
九
二
五
年
に
採
択
さ
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
毒
ガ
ス
議
定
書
に
は
、「
…
…
こ
の
禁
止
を

細
菌
学
的
戦
争
手
段
の
使
用
に
つ
い
て
も
適
用
…
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
同
議
定
書
は
一
九
二
八
年
に
発

効
し
た
が
、
し
か
し
禁
止
対
象
は
細
菌
兵
器
の
「
使
用
」
の
み
に
限
定
さ
れ
、「
準
備
」
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
実
効
性
に
欠
け
た
。
こ
の
た
め
一
九
三
二
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
備
縮
小
会
議
は
「
準
備
」
を
禁
止
対
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象
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
が
、
実
現
せ
ず
、
生
物
兵
器
規
制
の
動
き
は
第
二
次
大
戦
後
ま
で
停
滞
し
た
。

　

し
か
し
一
九
五
九
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
各
国
外
交
官
の
間
で
生
物
兵
器
軍
縮
の
議
論
は
じ
ま
り
、

一
九
六
二
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
一
八
カ
国
軍
縮
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。
一
九
六
二

年
に
は
米
国
と
ソ
連
に
よ
り
生
物
化
学
兵
器
一
括
の
二
段
階
完
全
廃
棄
が
提
案
さ
れ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
一
九
六
八
年
に
核
不
拡
散
条
約
が
成
立
す
る
と
、
生
物
兵
器
に
つ
い
て
も
規
制
の
機
運
が
盛
り

上
が
り
、
一
九
六
九
年
に
英
国
が
一
八
カ
国
軍
縮
委
員
会
に
、
化
学
兵
器
か
ら
切
り
離
し
た
生
物
兵
器
禁

止
条
約
案
を
提
案
し
た
。

　

英
国
が
化
学
兵
器
を
禁
止
対
象
か
ら
は
ず
し
た
の
は
、
化
学
兵
器
（
毒
ガ
ス
）
が
す
で
に
第
一
次
世
界
大

戦
で
大
規
模
に
実
戦
使
用
さ
れ
、
使
用
の
結
果
の
予
測
や
管
理
が
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
た
ほ
か
、
一
部
の

国
家
は
安
全
保
障
上
、
化
学
兵
器
の
保
有
を
重
視
し
て
お
り
、
禁
止
へ
む
け
た
合
意
の
形
成
が
困
難
だ
と

考
え
た
か
ら
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
生
物
兵
器
は
、
使
用
さ
れ
た
場
合
の
効
果
は
無
差
別
的
で
、
結
果
の
予
測
が
困
難
で
あ

り
、
相
手
が
使
用
し
て
も
報
復
と
し
て
使
用
す
る
兵
器
と
し
て
の
価
値
が
低
い
た
め
、
禁
止
の
合
意
形
成

が
容
易
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
生
物
兵
器
を
持
た
な
い
非
同
盟
諸
国
は
化
学
兵
器
の
禁
止
を
重
視
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し
分
離
提
案
に
難
色
を
示
し
た
た
め
、
議
論
は
難
航
が
予
想
さ
れ
た
。

　

し
か
し
ソ
連
・
東
欧
諸
国
が
一
九
七
一
年
に
分
離
提
案
の
支
持
へ
と
態
度
を
転
換
し
た
た
め
、
生
物
兵

器
の
禁
止
へ
の
見
通
し
が
開
け
、
同
年
、
米
英
ソ
な
ど
一
二
カ
国
が
生
物
兵
器
禁
止
条
約
案
を
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
軍
縮
委
員
会
に
提
案
し
た
。
条
約
案
は
十
二
月
、
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
一
九
七
二
年
署
名
の
た
め

開
放
、
一
九
七
五
年
に
約
一
四
〇
カ
国
が
批
准
し
て
発
効
し
た
。

　

条
約
は
生
物
剤
・
毒
素
・
運
搬
手
段
の
「
開
発
」「
生
産
」「
貯
蔵
」「
取
得
」「
保
有
」
を
禁
止
し
た
が
、

平
和
・
防
護
目
的
の
防
護
衣
・
マ
ス
ク
、
除
染
手
段
、
ワ
ク
チ
ン
等
の
開
発
は
容
認
し
て
い
る
。
た
だ
、

条
約
遵
守
の
検
証
手
段
を
定
め
て
お
ら
ず
、
締
約
国
の
相
互
協
議
や
国
連
安
保
理
へ
の
苦
情
申
し
立
て
権

の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
問
題
点
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
以
来
二
〇
一
六
年
ま
で
、

ほ
ぼ
五
年
に
一
回
の
再
検
討
会
議
を
し
て
い
る
ほ
か
、
ほ
ぼ
毎
年
、
締
約
国
会
合
を
開
催
し
て
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
一
月
現
在
の
締
約
国
・
地
域
は
一
七
九
。
残
る
課

題
は
、
シ
リ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
な
ど
六
カ
国
が
条
約
に
署
名
し
た
が
未
批
准
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
含
む
一
一

カ
国
が
未
署
名
・
未
批
准
な
こ
と
で
あ
る
。
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３　

化
学
兵
器
と
は

化
学
兵
器
の
定
義
と
特
徴

　

化
学
兵
器
と
は
一
般
的
に
、
毒
性
を
有
す
る
化
学
物
質
で
あ
る
「
化
学
剤
」
を
殺
傷
目
的
で
ミ
サ
イ
ル

弾
頭
、
砲
弾
、
散
布
器
な
ど
に
よ
り
放
出
、
拡
散
す
る
兵
器
と
定
義
さ
れ
る
。「
化
学
剤
」
と
は
殺
傷
能
力

の
高
い
毒
性
を
も
つ
化
学
物
質
で
あ
り
、
化
学
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
と
、
呼
吸
器
か
ら
の
吸
入
、
経
口
か

ら
の
摂
取
、
皮
膚
や
粘
膜
か
ら
の
接
触
に
よ
り
、
無
能
力
化
ま
た
は
殺
傷
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

　

化
学
兵
器
の
特
徴
は
、
発
症
ま
で
の
時
間
が
瞬
時
、
あ
る
い
は
数
分
か
ら
数
時
間
と
比
較
的
短
時
間
で

あ
る
こ
と
だ
。
化
学
剤
の
形
態
は
固
体
、
液
体
、
気
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
微
粒
子
）
化

や
気
化
し
た
後
の
毒
性
の
残
留
は
数
時
間
程
度
で
、
使
用
の
効
果
は
気
象
や
地
形
条
件
に
左
右
さ
れ
る
た

め
、
制
御
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
化
学
剤
の
中
に
は
、
旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
弾
の
よ
う

に
一
定
の
条
件
で
貯
蔵
す
れ
ば
毒
性
が
数
十
年
も
持
続
す
る
た
め
、
遺
棄
兵
器
の
解
体
処
理
が
課
題
と
さ

れ
る
も
の
も
あ
る
。

　

化
学
剤
の
種
類
は
神
経
剤
、
び
ら
ん
剤
、
窒
息
剤
、
血
液
剤
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
神
経
剤
は
タ
ブ
ン

や
サ
リ
ン
、
ソ
マ
ン
、
Ｖ
Ｘ
な
ど
神
経
に
障
害
を
起
こ
し
て
呼
吸
困
難
や
け
い
れ
ん
、
ひ
き
つ
け
な
ど
を
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引
き
起
こ
す
。
び
ら
ん
剤
は
硫
黄
マ
ス
タ
ー
ド
、
ル
イ
サ
イ
ト
な
ど
で
目
の
炎
症
や
皮
膚
の
た
だ
れ
な
ど

を
引
き
起
こ
す
。
窒
息
剤
は
ホ
ス
ゲ
ン
、
塩
素
ガ
ス
な
ど
で
、
肺
水
腫
や
の
ど
の
炎
症
を
引
き
起
こ
す
。

血
液
剤
は
シ
ア
ン
化
水
素
（
青
酸
カ
リ
）、
塩
化
シ
ア
ン
な
ど
で
細
胞
を
破
壊
す
る
。

化
学
兵
器
の
歴
史

　

化
学
兵
器
も
ま
た
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
使
用
さ
れ
た
記
録
が
あ
ま
り
残
っ
て
い

な
い
が
、
古
代
に
は
有
毒
な
煙
を
戦
闘
で
用
い
る
形
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
最
古
の
記
録
の
一
つ
と

し
て
、
紀
元
前
四
三
一
―
四
〇
一
年
に
ア
テ
ネ
と
ス
パ
ル
タ
が
戦
っ
た
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
に
お
い
て
、

ス
パ
ル
タ
が
タ
ー
ル
と
硫
黄
の
混
合
物
を
燃
や
し
て
有
毒
な
煙
を
発
生
さ
せ
、
あ
る
い
は
ヒ
素
を
含
む
有

毒
金
属
を
燃
や
し
て
煙
を
使
用
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
中
国
で
も
戦
国
時
代
以
来
、
い
く
つ
か
の
歴
史

書
に
は
同
様
の
有
毒
の
煙
を
戦
い
に
用
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

　

生
物
兵
器
と
同
様
、
武
士
道
や
騎
士
道
か
ら
見
れ
ば
正
々
堂
々
と
し
た
手
段
で
は
な
い
た
め
、
記
録
に

残
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
実
際
に
は
戦
闘
で
毒
を
塗
布
・
混
入
し
た
武
器
を
使
用
し
た
例
は
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
中
世
以
降
の
記
録
で
は
、
一
六
七
五
年
に
独
仏
が
互
い
に
相
手
が
毒
を
塗
布
し
た

弾
丸
を
使
用
し
た
と
非
難
し
た
と
い
う
。
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し
か
し
、
一
九
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
初
歩
的
な
化
学
兵
器
を
使
用
し
、
あ
る
い
は
使
用
を
検
討
し
た

例
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
例
え
ば
一
八
五
三
―
五
六
年
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
英
国
は
、
硫
黄
の
煙
や
、

シ
ア
ン
化
化
合
物
を
充
て
ん
し
た
砲
弾
の
使
用
を
検
討
し
た
が
、
最
終
的
に
、
当
時
の
交
戦
法
規
に
違
反

す
る
と
の
理
由
で
使
用
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
北
米
大
陸
で
は
一
八
六
〇
―
六
五
年
の
南
北
戦
争
で
南
軍

が
、
敵
の
坑
道
に
硫
黄
粉
末
の
煙
を
焚
い
た
と
い
う
。
ま
た
一
八
七
〇
年
の
普
仏
戦
争
で
仏
軍
が
、
銃
剣

に
青
酸
の
塗
布
を
検
討
し
た
が
、
実
際
に
は
使
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
近
世
以
降
も
各
国

は
、
化
学
兵
器
の
使
用
を
た
め
ら
い
が
ち
に
検
討
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

生
物
兵
器
と
同
じ
く
、
本
格
的
な
化
学
兵
器
が
開
発
さ
れ
る
の
は
、
有
機
化
学
の
発
達
し
た
二
〇
世
紀

以
降
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
大
量
の
化
学
兵
器
が
使
わ
れ
た
。
最
初
に
開
発
し
た
の
は
ド
イ
ツ

で
、
一
九
一
五
年
に
ド
イ
ツ
軍
は
フ
ラ
ン
ス
軍
に
対
し
、
塩
素
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
を
計
五
七
三
〇
本
使
用
し

て
放
出
し
た
と
い
う
。
ベ
ル
ギ
ー
の
イ
ー
プ
ル
の
戦
い
で
使
用
さ
れ
た
塩
素
ガ
ス
は
「
イ
ー
プ
ル
の
黄
色

い
霧
」
と
よ
ば
れ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
連
合
軍
の
兵
士
一
万
四
千
人
が
死
傷
し
、
う
ち
五
千
人
が
死
亡
し
た

と
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
軍
は
一
九
一
七
年
に
イ
ー
プ
ル
で
マ
ス
タ
ー
ド
・
ガ
ス
を
使
用
し
た
が
、
イ
ー
プ
ル

の
地
名
か
ら
「
イ
ペ
リ
ッ
ト
ガ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
連
合
軍
側
も
報
復
目
的
で
毒
ガ
ス
を
開
発
し
た
た
め
、
ド
イ
ツ
中
心
の
同
盟
国
と
英
仏
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中
心
の
連
合
国
の
双
方
に
よ
り
、
窒
息
剤
ホ
ス
ゲ
ン
、
マ
ス
タ
ー
ド
・
ガ
ス
（
イ
ペ
リ
ッ
ト
）、
タ
ブ
ン
、
サ

リ
ン
な
ど
の
化
学
兵
器
が
次
々
に
開
発
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
第
一
次
大
戦
中
に
開
発
・
使
用
さ
れ
た
毒
ガ

ス
（
化
学
剤
）
は
約
三
〇
種
類
、
一
二
万
ト
ン
以
上
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
ら
を
充
て
ん
し
た
砲
弾
約

六
千
五
百
万
発
が
使
用
さ
れ
、
千
三
百
万
発
が
不
発
弾
と
し
て
欧
州
各
地
の
戦
場
に
残
り
、
現
在
も
多
く

は
未
処
理
の
ま
ま
だ
と
い
う
。
第
一
次
大
戦
中
に
化
学
兵
器
の
使
用
で
一
一
〇
―
一
三
〇
万
人
が
死
傷
し
、

う
ち
一
〇
万
人
以
上
が
死
亡
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　

第
一
次
大
戦
後
で
の
毒
ガ
ス
の
大
量
使
用
と
そ
の
被
害
の
教
訓
か
ら
、
国
際
的
に
毒
ガ
ス
の
規
制
が
強

ま
り
、
使
用
は
大
幅
に
減
る
が
、
一
九
三
五
―
三
六
年
に
イ
タ
リ
ア
軍
は
第
二
次
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
エ
チ

オ
ピ
ア
軍
に
対
し
て
マ
ス
タ
ー
ド
・
ガ
ス
を
使
用
し
た
。

　

ア
ジ
ア
で
は
、
旧
日
本
軍
が
第
一
次
大
戦
後
に
密
か
に
毒
ガ
ス
の
開
発
を
始
め
た
。
日
本
の
植
民
地
だ
っ

た
台
湾
の
霧
社
で
一
九
三
〇
年
に
起
き
た
反
乱
の
鎮
圧
の
た
め
初
め
て
使
用
し
、
六
四
四
人
の
先
住
民
が

死
亡
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
旧
日
本
軍
は
一
九
三
七
―
四
五
年
に
か
け
て
、
中
国
各
地
で
中
国
軍

や
住
民
を
相
手
に
毒
ガ
ス
弾
使
用
し
た
。
中
国
側
の
資
料
で
は
約
十
万
人
が
死
傷
し
た
と
い
う
。
毒
ガ
ス

の
大
半
は
広
島
県
大
久
野
島
の
毒
ガ
ス
工
場
で
製
造
さ
れ
た
。
製
造
さ
れ
た
化
学
剤
は
の
べ
六
六
〇
〇
ト

ン
以
上
に
の
ぼ
り
、
う
ち
三
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
が
福
岡
県
内
で
推
定
一
五
五
万
発
以
上
の
砲
弾
に
詰
め
ら
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れ
て
中
国
大
陸
に
運
ば
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
戦
後
七
〇
年
以
上
た
つ
現
在
も
、
中
国
各
地
に
旧
日
本
軍
が

未
使
用
の
ま
ま
遺
棄
し
た
毒
ガ
ス
砲
弾
が
残
っ
て
お
り
、
日
本
側
の
調
べ
で
は
七
〇
万
発
、
中
国
側
側
は

二
〇
〇
万
発
に
上
る
と
い
う
。

　

第
二
次
大
戦
後
も
毒
ガ
ス
は
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
―
八
八
年
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
双

方
が
毒
ガ
ス
を
使
用
し
た
が
、
大
半
は
イ
ラ
ク
軍
が
用
い
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
イ
ラ
ク
軍
は
一
九
八
八

年
、
国
内
の
ク
ル
ド
人
地
区
に
毒
ガ
ス
を
使
用
し
、
約
四
〇
〇
〇
人
が
死
亡
し
た
と
み
ら
れ
る
。

化
学
兵
器
の
規
制

　

化
学
兵
器
を
禁
止
す
る
動
き
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
現
れ
た
。
最
初
に
実
現
し
た
の
は
、
一
八
九
九
年

に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
の
毒
ガ
ス
禁
止
宣
言
の
採
択
で
あ
る
。
宣
言
の
中
で
は
、
毒

ガ
ス
散
布
を
「
唯
一
の
目
的
」
と
す
る
投
射
物
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。
次
い
で
一
九
〇
七
年
の
第
二
回

ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
は
、
第
一
回
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
規
則
」（
ハ
ー
グ
陸

戦
規
則
）
が
改
定
さ
れ
、
二
三
条
で
「
毒
ま
た
は
毒
を
施
し
た
る
兵
器
」
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
で
ド
イ
ツ
は
自
国
の
用
い
た
毒
ガ
ス
兵
器
に
つ
い
て
、「
毒
ガ
ス
禁
止
宣
言
に
違

反
し
な
い
」
と
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
宣
言
で
禁
止
す
る
「
投
射
物
」
で
は
な
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い
こ
と
、
ま
た
毒
ガ
ス
弾
は
砲
弾
の
炸
裂
に
「
付
随
」
し
て
ガ
ス
が
散
布
さ
れ
る
も
の
で
、
散
布
が
「
唯

一
の
目
的
」
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
時
、
ド
イ
ツ
国
内
で
は
毒
ガ
ス
は
戦
闘
能
力
を

弱
ら
せ
る
の
が
目
的
で
あ
っ
て
、
殺
傷
目
的
で
は
な
い
と
す
る
「
毒
ガ
ス
人
道
兵
器
論
」
な
ど
も
主
張
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
化
学
兵
器
の
規
制
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
で
化
学
兵
器
に
よ
り
大
勢
の
死
傷
者
が
出
た
こ
と
を
教
訓
に
一
九
二
五
年
、

毒
ガ
ス
等
の
使
用
禁
止
に
関
す
る
議
定
書
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
毒
ガ
ス
議
定
書
）
が
採
択
さ
れ
、
規
制
は
強
化
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
「
窒
息
性
ガ
ス
」「
毒
性
ガ
ス
」「
こ
れ
ら
に
類
す
る
ガ
ス
」
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
が
、

開
発
、
生
産
、
貯
蔵
は
禁
止
さ
れ
ず
、
ま
た
「
こ
れ
ら
に
類
す
る
ガ
ス
」
に
つ
い
て
催
涙
ガ
ス
は
含
ま
れ

る
か
で
見
解
が
分
か
れ
る
な
ど
の
課
題
も
あ
っ
た
。

　

議
定
書
は
一
九
二
五
年
、
欧
米
や
日
本
も
含
む
三
七
カ
国
が
署
名
し
、
二
八
年
に
発
効
し
た
が
、
留
保

条
件
つ
き
の
加
盟
国
も
多
か
っ
た
。
留
保
の
内
容
と
し
て
は
、
①
条
約
加
盟
国
に
対
し
て
毒
ガ
ス
は
使
用

し
な
い
が
、
非
加
盟
国
に
は
使
用
権
を
留
保
す
る
、
②
議
定
書
に
違
反
し
て
毒
ガ
ス
攻
撃
し
た
国
に
は
、

報
復
使
用
権
を
留
保
す
る
、
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
毒
ガ
ス
は
旧
日
本
軍
な
ど
一
部
を
除
い
て
大
量
に
は
使
用
さ
れ
な
か
っ

た
。
報
復
使
用
を
恐
れ
た
た
め
だ
と
も
い
わ
れ
る
。
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化
学
兵
器
の
禁
止
を
よ
り
徹
底
し
よ
う
と
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
一
八
カ
国
軍
縮
委
員

会
で
化
学
兵
器
条
約
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
が
、
米
ソ
お
よ
び
東
西
陣
営
間
の
対
立
で
一
九
八
〇
年
代
ま

で
交
渉
は
難
航
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
間
、
化
学
物
質
輸
出
管
理
を
目
的
と
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
グ
ル
ー

プ
が
一
九
八
五
年
、
三
三
カ
国
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
湾
岸
戦
争
時
に
イ
ラ
ク
で
化
学
兵
器
開

発
疑
惑
が
浮
上
し
、
途
上
国
へ
の
化
学
兵
器
拡
散
の
疑
惑
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
や
、
ソ
連
・
東
欧
の
崩
壊

な
ど
で
化
学
兵
器
の
禁
止
へ
向
け
た
交
渉
が
進
展
し
、
一
九
九
一
年
に
米
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
化
学
兵
器

禁
止
条
約
締
結
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
際
、
米
国
は
自
国
の
化
学
兵
器
全
廃
と
、
化
学
兵
器
の
報
復
使
用

権
の
放
棄
を
表
明
す
る
な
ど
し
て
、
合
意
形
成
に
努
力
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
経
て
一
九
九
二
年
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
は
化
学
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
合
意

し
、
一
九
九
三
年
に
各
国
が
署
名
し
て
一
九
九
七
年
に
発
効
し
た
。

　

条
約
で
は
化
学
兵
器
に
つ
い
て
「
毒
性
化
学
物
質
・
そ
の
前
駆
物
質
お
よ
び
、
そ
れ
ら
を
放
出
す
る
た

め
の
弾
薬
・
装
置
」
と
定
義
し
、
化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
、
使
用
を
禁
止
し
た
ほ
か
、
遺
棄
兵

器
の
十
年
以
内
の
廃
棄
も
含
む
厳
密
な
廃
棄
を
義
務
づ
け
た
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
政
府
も
旧
日
本

軍
に
よ
る
中
国
遺
棄
毒
ガ
ス
弾
の
廃
棄
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
条
約
は
厳
密
な
検
証
手
段

と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
化
学
兵
器
禁
止
機
関
を
発
足
さ
せ
、
査
察
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
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二
〇
一
七
年
十
一
月
現
在
の
締
約
国
は
一
九
二
カ
国
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
署
名
し
た
が
未
批
准
、
エ
ジ

プ
ト
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
北
朝
鮮
が
未
署
名
・
未
批
准
の
た
め
、
こ
う
し
た
国
々
の
早
期
加
盟
を
促
す
必
要

が
あ
る
。４　

旧
日
本
軍
と
化
学
兵
器

毒
ガ
ス
マ
ス
ク
研
究
か
ら
毒
ガ
ス
製
造
へ

　

日
本
に
お
け
る
化
学
兵
器
の
研
究
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
七
年
に
陸
軍
軍
医
学
校
で
、
毒

ガ
ス
マ
ス
ク
研
究
と
し
て
始
ま
っ
た
。
同
年
九
月
に
は
陸
軍
軍
医
学
校
に
化
学
兵
器
研
究
の
建
物
予
算

一
万
九
千
円
が
つ
い
た
。
十
月
に
は
陸
軍
が
技
術
審
査
部
に
毒
ガ
ス
研
究
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で

は
、
毒
ガ
ス
製
造
目
的
と
い
う
よ
り
も
、
一
九
一
八
年
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
、
革
命
直
後
の
ロ
シ
ア
へ

の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
備
え
て
毒
ガ
ス
マ
ス
ク
な
ど
の
防
御
手
段
の
研
究
が
主
眼
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年

四
月
、
陸
軍
軍
医
学
校
に
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て
、
一
三
メ
ー
ト
ル
四
方
の
毒
ガ
ス
研
究
棟
が
完
成
し
、

棟
内
の
毒
ガ
ス
実
験
室
で
毒
ガ
ス
マ
ス
ク
の
試
作
品
の
性
能
試
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

だ
が
こ
の
直
後
か
ら
研
究
は
、
毒
ガ
ス
製
造
も
含
め
た
組
織
的
・
積
極
的
な
も
の
に
切
り
替
え
ら
れ
る

一
九
一
八
年
五
月
、
陸
軍
内
に
「
臨
時
毒
瓦
斯
（
ガ
ス
）
調
査
委
員
」
が
三
〇
人
体
制
で
設
置
さ
れ
六
月
に
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は
民
間
の
保
土
谷
曹
達
の
工
場
で
、
毒
ガ
ス
の
一
つ
、
塩
素
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
液
体
塩
素
の
製
造
設
備

が
完
成
し
、
年
内
に
は
日
産
二
ト
ン
体
制
で
稼
働
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
陸
軍
は
別
の
施
設
で
塩
化
ベ

ン
ジ
ル
（
催
涙
性
ガ
ス
）、
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
（
催
涙
窒
素
性
ガ
ス
）
の
製
造
も
開
始
し
、
イ
ペ
リ
ッ
ト
の
合
成

な
ど
に
も
成
功
し
て
い
る
。

　

一
九
一
九
年
四
月
、
陸
軍
内
に
「
兵
器
お
よ
び
兵
器
材
料
の
科
学
研
究
」
を
行
う
目
的
で
陸
軍
科
学
研

究
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、
一
九
二
一
年
に
は
陸
軍
科
学
研
究
所
第
二
課
内
に
化
学
兵
器
班
が
置
か
れ
た
。

一
九
二
三
年
に
は
ホ
ス
ゲ
ン
と
イ
ペ
リ
ッ
ト
の
合
成
に
成
功
し
、
一
九
二
四
年
に
は
ル
イ
サ
イ
ト
の
合
成

に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
二
五
年
五
月
に
は
陸
軍
科
学
研
究
所
が
従
来
の
二
課
体
制
か
ら
、
課

を
部
に
改
め
第
三
部
を
新
設
し
て
三
部
体
制
に
な
る
と
、
化
学
兵
器
班
は
第
三
部
と
し
て
独
立
・
昇
格
し
、

調
査
・
防
護
・
運
用
・
整
備
・
衛
生
の
五
班
五
〇
名
体
制
で
研
究
開
発
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

実
は
こ
の
間
、
国
際
社
会
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
九
二
五
年
六
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
毒
ガ
ス
議
定
書

が
採
択
さ
れ
、
毒
ガ
ス
禁
止
の
動
き
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
日
本
も
表
向
き
は
議
定
書
に
署
名
す
る
な
ど
、

化
学
兵
器
禁
止
に
賛
成
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
だ
が
一
九
二
五
年
一
月
に
日
本
は
、
化
学
兵
器
技
術
の

先
進
国
・
ド
イ
ツ
か
ら
化
学
兵
器
の
技
術
移
転
を
行
う
目
的
で
、
化
学
兵
器
の
専
門
家
を
日
本
に
招
く
こ

と
を
決
め
て
い
る
。
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専
門
家
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の
カ
イ
ザ
ー
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
研
究
所
で
毒
ガ
ス
研
究
を
行
っ
て
い
た
化
学
者
Ｗ
・
メ
ッ
ツ
ナ
ー
で
、
民
間
の
製
薬
会
社
が
雇
用
し

た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
一
九
二
五
年
九
月
か
ら
二
年
間
、
日
本
に
招
聘
し
た
。
メ
ッ
ツ
ナ
ー
は
滞
在
中
、

毎
週
の
よ
う
に
軍
関
係
者
ら
に
ド
イ
ツ
軍
の
毒
ガ
ス
お
よ
び
毒
ガ
ス
弾
な
ど
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
、
講

習
や
講
義
を
行
っ
た
。
月
給
は
当
時
の
価
格
で
二
千
円
で
、
現
在
の
価
値
に
換
算
す
る
と
四
百
万
円
に
相

当
す
る
。

　

こ
う
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
毒
ガ
ス
議
定
書
に
署
名
し
た
前
後
か
ら
日
本
は
、
議
定
書
に
違
反
す
る
形
で
化

学
兵
器
開
発
を
本
格
化
さ
せ
る
と
、
陸
軍
は
一
九
二
七
年
八
月
、
広
島
県
の
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
大
久
野

島
を
製
造
拠
点
に
選
び
、
陸
軍
造
兵
廠
火
工
廠
忠
海
兵
器
製
造
所
の
建
設
工
事
に
着
手
し
た
。
毒
ガ
ス
の

大
規
模
秘
密
工
場
で
あ
る
。

大
久
野
島
で
の
毒
ガ
ス
製
造

　

広
島
県
忠
海
町
（
現
竹
原
市
）
の
瀬
戸
内
海
の
沖
合
約
三
キ
ロ
に
浮
か
ぶ
、
面
積
〇
・
七
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
大
久
野
島
に
は
、
一
九
〇
三
―
二
四
年
ま
で
、
ロ
シ
ア
艦
隊
な
ど
に
備
え
た
芸
予
要
塞
の
砲
台
が

あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
島
内
に
は
農
家
が
七
軒
あ
り
、
農
民
や
漁
民
、
灯
台
守
な
ど
数
十
人
が
居
住
し
て
い
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た
が
、
陸
軍
は
民
有
地
を
全
て
買
収
し
て
強
制
的
に
退
去
さ
せ
た
。
秘
密
保
持
と
補
給
に
便
利
な
点
に
着

目
し
た
よ
う
だ
。
着
工
か
ら
一
年
後
の
一
九
二
八
年
八
月
、
大
久
野
島
に
陸
軍
造
兵
廠
火
工
廠
忠
海
兵
器

製
造
所
が
完
成
す
る
。
八
月
八
日
付
の
官
報
に
は
業
務
は
「
爆
薬
製
造
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
二
九
年
五
月
忠
海
兵
器
製
造
所
は
操
業
を
開
始
し
た
。
従
業
員
は
八
〇
人
で
、
う
ち
七
人
が
毒
ガ

ス
製
造
を
担
当
し
た
。
製
造
所
に
は
イ
ペ
リ
ッ
ト
製
造
プ
ラ
ン
ト
（
フ
ラ
ン
ス
製
）、
ホ
ス
ゲ
ン
充
填
工
場
、

催
涙
剤
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
工
場
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
窒
素
性
ガ
ス
＝
あ
を
剤
、
糜
爛
性
ガ

ス
＝
き
い
剤
、
く
し
ゃ
み
・
嘔
吐
性
ガ
ス
＝
あ
か
剤
、
血
液
中
毒
性
ガ
ス
＝
ち
ゃ
剤
と
い
う
呼
称
を
つ
け

た
。
日
本
が
署
名
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
毒
ガ
ス
議
定
書
は
毒
ガ
ス
製
造
を
禁
じ
て
い
た
た
め
、
赤
、
青
、
茶

な
ど
の
色
の
名
称
を
つ
け
て
情
報
を
秘
匿
す
る
た
め
だ
。
や
が
て
、
ホ
ス
ゲ
ン
＝
あ
を
一
号
、
イ
ペ
リ
ッ

ト
＝
き
い
一
号
、
塩
化
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
＝
み
ど
り
一
号
、
臭
化
ベ
ン
ジ
ル
＝
み
ど
り
二
号
、
三
塩
化
砒

素
＝
し
ろ
一
号
な
ど
の
名
称
で
兵
器
に
採
用
さ
れ
た
。

　

毒
ガ
ス
の
製
造
は
一
九
三
一
年
ご
ろ
か
ら
次
第
に
本
格
化
し
、
一
九
四
一
年
に
製
造
量
は
ピ
ー
ク
に
達

し
た
後
、
一
九
四
四
年
夏
ま
で
製
造
が
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
陸
軍
科
学
研
究
所
で
化
学
兵
器
を
担
当

し
て
い
た
第
三
部
は
一
九
三
二
年
七
月
、
陸
軍
科
学
研
究
所
第
二
部
へ
と
改
組
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
三
七

年
九
月
に
は
、
福
岡
県
曾
根
町
に
陸
軍
造
兵
廠
火
工
廠
曾
根
兵
器
製
造
所
が
設
置
さ
れ
、
大
久
野
島
で
製
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造
し
た
毒
ガ
ス
を
曽
根
町
に
運
ん
で
砲
弾
に
充
填
す
る
体
制
が
整
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
一
年
六
月
、
陸

軍
科
学
研
究
所
第
二
部
は
「
第
六
陸
軍
技
術
研
究
所
」
に
改
組
さ
れ
、
毒
ガ
ス
を
担
当
す
る
研
究
所
は
通

称
六
研
と
呼
ば
れ
た
。

　

製
造
停
止
ま
で
の
間
に
大
久
野
島
の
毒
ガ
ス
工
場
で
製
造
さ
れ
た
化
学
剤
は
イ
ペ
リ
ッ
ト
、
ル
イ
サ
イ

ト
、
青
酸
、
ジ
フ
ェ
ニ
ル
シ
ア
ン
ア
ル
シ
ン
、
塩
化
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
な
ど
、
計
六
六
一
六
ト
ン
と
推
定

さ
れ
る
。
個
別
の
兵
器
生
産
量
は
、
あ
か
筒
二
六
六
万
本
（
敗
戦
時
残
存
五
八
万
本
）、
み
ど
り
筒
二
八
八
万

本
（
同
二
八
万
本
）
ち
び
（
液
体
青
酸
入
り
手
投
げ
ガ
ス
瓶
）
二
一
万
本
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
大
久
野
島
お
よ

び
曾
根
兵
器
製
造
所
で
製
造
さ
れ
、
国
外
に
送
ら
れ
た
毒
ガ
ス
弾
は
、
推
定
で
約
一
五
五
万
発
と
み
ら
れ

る
。
敗
戦
時
に
忠
海
兵
器
製
造
所
に
残
存
し
て
い
た
毒
ガ
ス
は
計
三
二
五
三
ト
ン
（
日
本
軍
資
料
）
の
た
め
、

残
り
の
約
三
千
ト
ン
が
兵
器
と
し
て
中
国
な
ど
の
戦
地
に
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器

　

旧
日
本
軍
が
終
戦
時
に
中
国
に
遺
棄
し
た
化
学
兵
器
は
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
に
よ
り
、
遺
棄
し
た
国

に
よ
る
廃
棄
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
日
本
は
一
九
九
九
年
、
内
閣
府
に
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
担
当
室

を
設
置
し
て
遺
棄
化
学
兵
器
の
廃
棄
処
理
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
六
月
現
在
、
南
京
、
石
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家
荘
、
武
漢
、
ハ
ル
バ
嶺
な
ど
で
発
掘
・
回
収
し
た
旧
日
本
軍
の
遺
棄
化
学
兵
器
約
四
万
六
千
発
を
廃
棄

し
た
ほ
か
、
同
年
四
月
現
在
、
約
五
万
六
千
発
の
兵
器
を
発
掘
・
回
収
・
保
管
し
、
旧
日
本
軍
の
も
の
と

確
認
さ
れ
れ
ば
廃
棄
す
る
と
い
う
。

　

中
国
に
残
さ
れ
た
旧
日
本
軍
の
遺
棄
化
学
兵
器
の
数
に
つ
い
て
、
中
国
政
府
は
「
二
百
万
発
」
と
主
張

し
、
日
本
政
府
は
一
九
九
七
年
、
化
学
兵
器
禁
止
機
関
に
「
七
〇
万
発
」
と
申
告
し
、
二
〇
〇
五
年
に
は

「
推
定
三
〇
―
四
〇
万
発
」
に
修
正
申
告
し
た
。
両
者
の
見
解
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
日
本

が
廃
棄
を
完
了
し
た
数
は
全
体
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、
日
本
政
府
は
最
後
ま
で
責
任
を
果
た
す
事
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
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